
　村のマーケットからの帰り道。お母さ
んたちが手にしている大きな袋には、新
鮮な野菜や果物がいっぱい詰まってい
る。ちょっとやそっとでは破れないお手
製のバスケットだ。
　ケニアの首都ナイロビから150キロの
マクエニでの日常。青年海外協力隊の横
山裕司さんが活動するこの街は、乾燥
地帯で農業にはあまり適さない。そこで
人々の間に広まっているのが、手工芸品
作りだった。バスケットもその一つ。使っ
ている素材は、家の軒先に生えているサ
イザル麻だ。
　横山さんは普段使いのこのバスケット
に目を付けた。「ひと工夫すれば売り物
になるはず！」。現地の女性たちとの挑

戦が始まった。
　サイザル麻から繊維を抽出し、一本一
本丁寧に編み込んでいく。時にはみんな
でおしゃべりしながら、時には水くみや
買い物ついでに歩きながら編んでいる。
バスケット編みは、彼女たちの生活の一
部になっているのだ。
　「日本で売るなら、サイズも色も均質に
しないといけないという意識が広まって
います。ものづくりに対する姿勢に変化
を感じます」と横山さん。見違えるよう
に、“職人”としての意地が見え隠れする
ようになった。
　今はみんなで新しく草木染めの研究
をしているところ。カラフルなバスケット
を見られる日が楽しみだ。
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★サイザルバスケットを2人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ
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